
　上福
岡
駅
周
辺
の
昭
和
中

頃
の
風
景
を
鉄
道
模
型
を
中

心
と
し
た
ジ
オ
ラ
マ
で
表
現
す

る
に
あ
た
り
、一
番
大
切
に
し

た
の
は「
当
時
ど
の
よ
う
な
街

だ
っ
た
の
か
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
た
い
」と
い
う
思
い
で
す
。今

後
は
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
仕
上
げ
作
業
を
行
い
ま

す
。ジ
オ
ラ
マ
を
見
て
・
触
れ

て
・つ
く
る
体
験
を
通
じ
、多
く

の
人
が
地
域
の
歴
史
に
興
味
を

持
ち
、こ
れ
か
ら
の
ふ
じ
み
野

市
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

㈱カトー

片岡 和宏さん
か た お か 　 か ず ひ ろ

模型の設置作業

人
と
文
化
が
つ
な
が
り

　
　
　
進
化
す
る
博
物
館

　
市
立
博
物
館
の
開
館
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
ゆ
か
り
の
資
料
の
提
供
や
、体
感
で

き
る
縄
文
土
器
の
レ
プ
リ
カ
の
寄
贈
、展

示
品
の
準
備
作
業
な
ど
、多
く
の
人
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
後
も
、常
設
展
示
室
に
展
示

し
て
い
る
鉄
道
模
型
の
ジ
オ
ラ
マ
の
一
部

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
作
っ
て
い

く
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、博
物
館
主
催
の
企
画
展
を
開

催
す
る
ほ
か
、市
民
の
皆
さ
ん
の
発
表
や

展
示
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、採
光
が
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
ら

れ
た
体
験
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
は
、着
物
の

着
付
け
体
験
、土
器
立
体
パ
ズ
ル
や
竪
穴

住
居
の
組
み
立
て
体
験
な
ど
が
で
き
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
歴

史
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
あ
つ
ま
る
・
つ
な
が
る
」博
物
館
は
、

市
の
歴
史
や
文
化
を
振
り
返
る
だ
け
で

な
く
、人
が
集
い
、つ
な
が
る
場
と
し
て
、

文
化
を
発
信
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
進

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
古
民
家
の
再
生
に
興
味
を

持
っ
て
い
て
、復
元
作
業
に
関

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、担
当
教
授
か
ら
博
物
館
に

展
示
す
る
三
福
学
校
の
復
元

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
参
加

し
ま
し
た
。実
際
の
作
業
は
非

常
に
楽
し
く
、や
り
が
い
を
感

じ
ま
し
た
。博
物
館
と
い
う
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
で
、か
つ
後
世

に
ず
っ
と
残
る
も
の
に
仕
事
と

し
て
携
わ
れ
た
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。

あつまる・つながる
ふじみ野市立博物館オープン

オープニングセレモニー

開館に向けてご協力いただいた皆さんへのインタビュー

展示室に入ると、来館者を出迎えるの
は巨大なスクリーン。迫力あるCGや
アニメーションで、まちの移り変わりや
市の歴史を分かりやすく紹介。

ものつくり大学 4年生

都竹 裕次郎さん
つ づ く 　 　 ゆ う じ ろ う

三福学校部材
の左官作業

伝承はたおり綾の会 代表

中里 美子さん
な か ざ と 　 　よ し こ

展示する機に
糸をかける作業

　
旧
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料

館
で
展
示
し
て
い
た
機
織
り

機
を
新
し
い
博
物
館
で
展
示

す
る
に
あ
た
り
、旧
資
料
館
で

36
年
前
に
自
分
た
ち
が
機
に

糸
を
か
け
て
、今
回
は
古
く

な
っ
た
糸
を
か
け
直
す
作
業

を
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
長
年

続
け
て
き
た
活
動
の
集
大
成

と
し
て
、責
任
を
持
っ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。今
後
も
機
織

り
体
験
な
ど
博
物
館
の
活
動

に
協
力
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

は
た

お

9月1日、ふじみ野市に博物館が誕生しました。
資料の展示だけでなく、映像や体験を通して歴史と文化を一体的に学べ、

「あつまる・つながる」をコンセプトとして人や文化がつながっていく場所となることを目指す、
ふじみ野の新しいスポット、博物館を紹介します。

博物館　 049･263･3111
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旧石器時代、火山灰が降り積もる厳しい環境下で人々の生活が始
まりますが、縄文時代になると気候が温暖化し、山や海の恵みを受
けて集落での豊かな暮らしが営まれます。稲作が始まると地域を支
配する者が登場し、やがて古墳が築造され地域の中心となり、奈
良時代には開拓に不可欠だった鉄生産も行われました。ここでは、
市の先史時代から中世までのあゆみを紹介しています。

市域を通る国道254号線は「川越
街道」とも呼ばれ、15世紀に築造さ
れた河越城から江戸城へ向かうた
めに設けられた道がもとになったと
思われます。ここでは、明治時代ま
で「陸のみち」の拠点としてにぎわい
を見せていた川越街道の宿場の一
つである大井宿を中心に近世から
近代の市の歴史を紹介しています。

左右に連なる土器のトンネル。市内で発掘された土器の
さまざまな文様や形を間近に観察できます

キラキラ輝く土器（縄文時代中
期）が来館者を迎えます

ここに注目ここに注目

ここに注目

ここに注目

ここに注目

市域は、かつては田畑
が広がる農作地帯でし
た。市内を流れる川に
は魚類も数多く生息
し、雑木林は肥料にな
る落ち葉や燃料となる
マキを拾う場でした。こ
こでは、豊かな自然とと
もに生きる人々の生業
や豊作祈願、収穫への
感謝を大事にして執り
行われた祭りや年中行
事を紹介しています。

市域を流れる新河岸川沿いには、
古くから生活用水や川が育む自然
の恵みなどを求め、人々が集まって
きたことがうかがえます。ここでは、
江戸時代から明治時代にかけて
舟運が発展し、新河岸川が「川の
みち」として商品の流通、経済の発
展、文化の発達をもたらした様子
を紹介しています。

しゅううん

床面に注目すると、川越街道大井宿と荷船の模型の間に、
かつての江戸～川越間の陸と川のみちが描かれています

農具のほか、かつて市域で盛んだったほうき
作りや機織りの道具などを紹介しています

萱葺屋根の民家で生活
空間を再現しています

かやぶき

明治15（1882）年に建
築された三福学校の部
材を用いて左官の技術を
再現しています

昭和中頃の上福岡駅周辺の風景を表現したジオラマ。これ
からボランティアの皆さんと一緒に作り上げていきます。
13ページをご覧ください

明治時代が幕を開け、新たに「大井村」と「福岡村」
が誕生しました。また、東武東上線の前身である東
上鉄道が開通、無線福岡受信所や陸軍造兵廠も
造られました。戦後は大型団地の形成や企業の進
出などをきっかけにまちづくりが進められ、現代の
姿へとつながっていく様子を紹介しています。

ぞうへいしょう

あつまる・つながる ふじみ野市立博物館オープン ちしきがあつまる　　　 常設展示室５つのテーマ

1F2F

午前9時～午後4時30分
※体験学習スペース、会議室などの貸室は午後８時
まで。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

開館時間

月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始（12月28日～1月4日）
休館日

無料
入館料

●大井中央2・19・5
●ふじみ野駅西口から東武バス「大井循環」行きで「文京学院
　大学前」下車徒歩1分、上福岡駅西口からふじみん号Dコース
　「市民憩の森前」下車
●専用駐車場普通車57台分（無料）

アクセス

竪穴住居と土器の組み立て体験（体験学習スペース）

楽しさがい
っぱい！遊び

にきてね
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姿へとつながっていく様子を紹介しています。

ぞうへいしょう

あつまる・つながる ふじみ野市立博物館オープン ちしきがあつまる　　　 常設展示室５つのテーマ

1F2F

午前9時～午後4時30分
※体験学習スペース、会議室などの貸室は午後８時
まで。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

開館時間

月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始（12月28日～1月4日）
休館日

無料
入館料

●大井中央2・19・5
●ふじみ野駅西口から東武バス「大井循環」行きで「文京学院
　大学前」下車徒歩1分、上福岡駅西口からふじみん号Dコース
　「市民憩の森前」下車
●専用駐車場普通車57台分（無料）

アクセス

竪穴住居と土器の組み立て体験（体験学習スペース）

楽しさがい
っぱい！遊び

にきてね
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